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蝦蛸馳卸せ藍トや地軸密さ椋合冊田

一　五〇ロ8線1穂伸せ蜜蜂e小一勺豊′緻略装剛胆諒馴lO翻即時捜′離礁語長匿髄卜

魚島些脱（細蟻的玉葉柵e小、心配感心般Q畑鴫雨腔ぺ」良やe）的′調薬策Kく鯨話せ韓日」′細蟻

境野刃Q蟹細雨敵と艮巡’悠蜘Q咄祁三〇五〇山里宙柑雨挑恨」′・輔輯諸八回即時嘩撫’選球

古ペ早耳軸捜′ヽ－」へトへせくゆo艮橡」’韻樽潅哨帥＝・三嶋刃的蛙’純や謹無恥咄蟄翻毒

レ年o綻細雨彊無ト的o櫛蛇’攫郎蔓未配生壁e駐中月山心髄怠唾（卜ユーでハート←八へ嵯離当ト

ゆ○母Q盤トへト垣e堂轍（匝I緋匝」王国穆巧三食′志望喘Q瑠丑控皇蛙′神町中川長一

勺史粕飽戒心一千へトへ生壁束岬I」刃O

N　軸悔練蛭壁・〇五一・で蛙；桓〇時やe中国謀卜盤（合材諸・組珊掃豊嶋国衆卜埋）・中生韮度

胸即調練辞せ韓日」’細蟻境線刃Q壁や雨域宝典懸′・膚緋渦鮭博早耳軸抽剃持直

諜犠騎鰐驚鵜絵書誌書書誌＝　｝●．・ノー

′ヽ‾÷ヽ㌻●やせ輩出S：卜早さNhや斗㌣上噂やト←油燕Q辛華三〇二

∞・ふ二千へ亘華′蒔壷車中華子煎抽斗′＼－÷＼本尊申せ能く的恵無十

時牛車最高〇・iJe翻H蛙÷●培悼融Q馳糠雨o聴′ヽ享、R一掬匝軍18回

示二年ぺく、へや椿事玉垣櫛や櫛∴三〇．舶′轄出藍トロ世心－′華一宮即時くミ羊、

ふ廊細雨旺心中」幸　　　　　　　　　　一●

寸‘襲Q結くHQくハートゴー・窪’韻増軽度Ql＼ミ予言地車匿卜小川埜血轟密生粘れよ搬王。

㊤耐雪丑駄ゆ華甲姉もトきいS轄畦′トトへ主か卜束坤曙十和」璃帥→

㊥五三で八〇轄肝胆息馴華割時掛輩輔的戯如辞世′トロートへ小一′珪一宮

持出匿（．主へhJ二的聴嘩トゆ▲」山都師」王。

m∴てら小母pe総轄脚腫’鞠師十へO型旺高鳴胆卜嶋。柾艮′で長英ヽ望目撃里豊合壁匿的穏

①　宙柑e櫓学理巳′蝉邁e英一ミ壁轄細萱′鵠什壁土祷一三品四三して∵＝ト史腫担い」刃。

卜　陸鵬轍口匝轍唖煉小」羽撃気合ゆo根′曲芸且噴く哺河出巡良心は′卜り十樽崎¢e阜ノ′

掬路掃食OQ鼎捜せ辿髄卜直川〇・櫛塞′訓Ⅲ露や蓑に百諸相邸地埋骨話良心識捷同寸串



∞射琵′糾脚轟馴敵陣川中豊山直轄埋却馳望b′hI卜か謹皇重い鵠席畠同い」項早朝串

のi鯨や甘Q難当相田

三　両叫べ、ふ高志需雨蛙巳轄申捕り埋喧宝′トムやQ賞馳蛙固い′理事櫛或圃

高車いい。刃o櫛鳩′韻蛸轟音pe礁増員匿てヽトや子らへO型匿東園掴卜直

垂∴軸凪怠亜両性曾高ふく、乞′摘－い軸心型時雨月油粕恒。舶′砿酎輔地

軸軸植碑〉軸脆高向…峰∵馴総的離婚聞帥恥・・

喜郎腫〉培い函卜寸ト←、尽十和）山室起迩塩草e良禽蛸虻寸心o槻弄町制Q煉軸

蕊的刃寮還」艮刃的坐′冊軽輩的宮嶋細雨卜小ふUh引

き等蒋富根匝、、気高凋臨中上時宜馳弄呼客車e虻将的割田寮這」黒山胸控′kトぺふIhへ．ヽ爪

立即軸的項o

宣i b主「斗一郎肝思郵中華巨川棚紅出直

重曝雪如QhT碑勧純却隷…挫′馴輔吋南部蛸繰卿厨→睦軸

三日トト主e撃′鴇呼喪腫hy古拙的社則羽織匝oRlUe埴雨脚

畿長軸哩甲庖′．増車雨企匝〇°舶′専減軽Q痔；トト仕S璃軸布釦′轍旺腫職」

嘱触媒噂胆馴珂e叶捜索→レ′榔螺親睦馳軸軸畦唖融
喪」レ追′嘩対聖油尉蕪車中国中捜・馳叶捜填心細くlミIトヽ幌向

早耳十時oUQYhミIト←同峰輩出→時間函〇

三軍制≠「中軸哩墳匝瞳的抽→油馳翻諒o唖′草へ温和e堂輯国的

離艦両頭帥鴫即旺一寸e批世刃卜車

重・顕職亙（㌣時珂鴨）堕′蝿軸鮫勺鮒蘭留か」掴細雨〇

号　結句Qrく山一宰半懐古晒幡

三勧聖母一時瑚軸・卜搬′・－馳（七回範）Q態軸壷蛛○細雨蛸叶ゆo

翻HQ撒虻背馳即埋・へ←璃霊堂両川か将車

重軸（醜馴硬ゆ銅製馳軸擾鼻・く総監（1如醜）鴇的衷o東
国和寒′？騨誰刃卜車軸′棚卸聴模謳思畦蘭剛団o

喜軸舵蝿翼が噂一時粟′卜心o操→′軸擾咄師紅軸罪刑曲

咽三〇・根′鞠町H一膝軸eゆりく地軸喋トの野面や′手嶋吋的一時曲…刃〇

三∴鶉出刃龍山と∩ニレ

㊤軸締出〇百←油剛…豊′韓軸馳∩封虫剛刃噂配球望串。Uo



㊦　鵠鋒雨域土壌轄山室・椴を長田的出勤削削ト…JA」。

㊥　轄砧在0職能同軸士黒部廿坐′璃年長巳鞋冊虚心糎旺p鵠推継欄的担いI）刃o

㊤　屯柾曾てらへーくミ寄贈怠∩出エ′蟻旺博士七蚕室地雨増加時刃′噴壷虻薄刃」PYhミ

Iト十的離十月山室常時（，

重i農相巳∩こい

㊤　軸旧観絹壇圃巳こゆ王君二巳匪堆博〉′潮時守工芸くトへーべ・常へふく巳くゆIJ人Jo

㊦　痔豆粕蛙’申告嘉島抽挫くiく合理二掛駄p購い）刃0謝臣嘩緯璃捉中小」刃o

㊥　四季、揖揖巳でへへーベ・鴇へふく的遍くこ寸詰り刃蛙粘れ玉東二〇

ト∴宵接合せくヽもーK・蒋トへぺ雨蛙阜」吏蛙蛙′解的豊へヽ勺的長生やせ′鵠終生東」

㌣’出藤里や常一主言高十一卜十へ、即Ⅲ曲直時o

t∵’農的歓トへーべ・常、へKE阜庄瀾閲網棚山川再uL寝靖古口聖取直日掛組壁ぺふ小で

高調舶十重．川魂的昭島－ミ蛤⊥刃櫛S′・王小吉e頂同船賊的叫的樽三〇

卒享子やrK・袷へ咋pY子晒印〇百ヽ涌雨間o（軸緋藤e忠割賦蘇

直垂名山的逗′“軸軸哩蕗的」埋草揖）当．三●r・●

宣‘盈轟疎嘩塞鷹中丸　　　　　．
．．葦∴．：∴・・・　　・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・、、．　　　　　．か

度配什軍0時淑徳垂1回曾山トゆ（箕愛せ草oレ埜甘宮古和良高痔時）o噛巡忠常－ミ雨
．●””“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

軸出髄抽薫’地軸蝦肩部措捜謝証増膵缶小国o

t＞∴‘へ↑T市史qSP

㊤“・朝野桐輿望ふ下す雨榔鵠」桃・坤高市橡聖で八五滴宙睦掲小郎o

㊦　東や村雨霊堂も専〇・

ト‘粧せ甘’宰十へQ暴雨堪函蜜豆娘も姐も櫛的eせ、ヽ勺単麗室料三〇

十・へヽ七埜！蜜瞳的堂趣刃小嶋o玉来」轍昇呼電離怠葉酸知事」e堂sp嬰櫛三〇

か・ふヽ勺埜’トム－キーe恥経も上棟人用＝与掲〉’嘲弄町制血伽」艮刃的中嶋巾o廊相室へ

“ヽ勺雨撒鴇トゆ刃的坐’軸揮範離縞浬せく幽霊p博士玉垣龍山龍三o高良忠雨蛙′蕃山

怠轄鋒惑掌せく∩畏ふくトへーK・鷲ヽふく雨龍レ挫榔小樽三〇

三∴博的島Q螺細雨殻木嶋醸母性′てらhe橿e竜山小心o

宣　告拉函捜せ峡淵阻却的山頂捜′桂馬融」頂黒壁「学課紳」e紐軸匝転敬呈車中

吋Q油的知と、時人JAJふJJ′掛軸車軸腹黒旦長町・轍叶Q紬軸匝嘩卑｝′「ぎ志郎艮嬰学取」

刃如生国○

ニ　騨酎印蝶虻恒心’尽～卜t＼ヽ豊川－上せ鞭匿」レ三嶋駁ロ



・上山一会′瓢鞘推基因雨中……吐捷’巾e駄白雨竪小長せ小嶋（辞駐中e蛍離）良禽せ′

ローふ向寒王宮甘」丑嶋IJ刃o

響　〝hhミくトも一審藍トゆ脇田

目口1惟如拙中性′ぐ立居確証相対築螺」トは小蜂勾蛙′榔鴫卜鮒ilO恵的皿榔皇軽装b

IQO

雪∴稀的口心境室蛛剖」畏醸布

貨寒雨弄墓」’綿布的甘塩JlJ軸同軸膜憾息鮎鞘納車′暗礁佃抑Q貨寒心軸増」′吋Q

鱒Q忍曙的虻′卜〇　°

軍　靴館掛轟e艶Sも＋寸土∩ニレ（嶋・i00′亡醒瑚）

結句甘′「トム－キー8．く紐即諾畠涌出小樽脚韻室鴎軸」艮軽重′＜任埼圃栂蛛i皇′ト

ム十〇親煉仕草東洋日子が’舶事呼Q寮選録ふてで五両Ⅱ油HblQ▲」良案録的時」o Ue整′巾e軸

押せ塙np常Tyざれへ土山櫛小樽食0　台phふて埜勾e萄・青史櫛∩艮長雨弄塞」トノ′英一ミ

虹へ生鮮Q或曙や刃ゆ○　　　　○

も・・i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・l

I

ll

糠増せ軍事直話鞋壷韓壷　　●I－‘

I’出棺結社　　　　　　　　　　　　　　　．．

－　日韓」　　玉置錆

三国廟的（n－主ともーの一里高専直納叫回刃卜車

重：稲母性雷同捜中国籍刃恒心華嶋′UQ的〇円朋的（山一主事も一寸）生母ゆ

回議空出国耳鼻時〇

三画境尊植輔e撃墜誌恨雛中国凱恒。美璃′中国年輩螺旋」郎轍O型＜園長血

盟毒蛾螺館山十時O

N∴合冊韓・料脚轟∴∴∴中国諮

組曲露出社団葦卜　田園錆

の∴∩一主上も一寸iQ建坪Q轟王

捕憾部与望’トで卜野馳回Q駐車JJ小嶋o

墨壷埜’陸小一璃′中国（鴫回）e培謝哩醐地味ト→′く回（1く回）Q鵬と紫蕊小一壷避止；

」来室’邁放心一増車e輔′直垂穆→〉埜ユーと一博二部潰せ′望球・壁匿榔勾巳耳鼻詣如阜



螺般　的中H′下山十時小一寸トふて心無卜蓬睦宮嶋㍗o

ll・ヰIll STRIKE rrくふI卜やへ」－怒QH′卜樽′出品e由蕗櫛鞠終車′馳霜旧型車∩トノ当やふ，卜ヽへ、

JJ圃即的吉良十〇〇高三′ド

（寸）‡引田喜忠∩艮（てらふQ聡や誘車高）客′鴇舘宝くヽ上巳釧忠心特長∩畏誇Qo

（¢）精油宝島艮東食0土煙持eィ、申’耗－ミei箭忠実KユI卜十へゝ一八Q勾e転向p五〇ヽヽトthヽふ

e賽鎖p壇梨」畏ぺaeo

（U）ヽ－r（ふlhヽへ損黒壁lrくふI卜ヽhQJJ塙tJ′島同室トトかミ」艮｛Pee

（鴫）くらふ」レ′トト小さ福一ミJJ榔0艮七〇〇〇

【蕪】紬嬉Qトト小さ望′i直上i卜、。へe巡埜KふI卜ヽへJJJレ寵最小土樽三条′くヽふ8・トトか

ミ忠盛占＼レ’清一ミ下目ヽハエ工去塾蜜蜂を博〉鉦工白くふI卜ヽへ刃JV滅べふよや喜ぶ′lIK言L時、ヽ士へ

越生くヽふ」良書pQ宝トトか主管－ミ良性よ塾’寓雨蛙iII増十月嘗巾o　艮橡」’くら上宝トth千丁㌧U

Jレ轄㊤■良心青臭醸4日哩了∴卜Iトヽトかふ山東巾o

（の∴恩師鳥∩艮（くらふ」畏嬢細事p知命）蓑’鵠鯨長くヽふ巳蛙畳ま榔王宮忠細Q駄拳損艮蛙抽博せ

擾よ畏っPeo

（山）くからLJ樽王鵠尚貴べふI卜ヽへゝ一八早馬抽登壇玉葉七〇〇〇

三三王寺！三一三竺二±“M十二i干草中書tf玉呈出琵二義じ定稿岬ご完工押詰苛＝丁寧言動ごて謹呈1＝〃尊書髄鞘÷“押印÷千二三三三三三三二三三二÷．二三三一一二十一”一一二二二二‾二一一二一°1mm」““－ユニもpP轟

灘圏（帥）1トトかミ正子十王生計古甘穆80　　　　　　　　．

ll・中国　STRIKE ZONE「rくふl卜ヽへゝ一八」－島抽Q畦QJl話AJ可il卜長一イe水嵩ヽeJl罷→JQ

甘匪重義高二艮良計QI卜や八的白壁刃」′もれ隠〇十轟0時てら雨卜望刃十時博珊HQ則韮雨王水→〇

月QKふI卜ヾへゝ一八埋忠同室鴇終高鳥∩良禽e鄭厭中農破れ七時で抑宮崎ゆo

【蕪】鴇勧め控∩忠同室’三〇年Dm畔櫛∩より高的蠍詠的UnレKふIhヾへゝ一八的三河〉鴫やゆ良

禽㌧十台‡㍉ミ亀はヽ」中ノ事o’捲梯埜’りよ雨域酵」レ吋Q車軸長鵠鈴蘭由∩良禽e蛾諒せ漣0年　ぺ

上向ヽへゝ一入心捲咄寸心o

ll・中嶋　SUSPENDED GAME「卓rtYヽ紅ヽ生も一寸」（l控蛙耳結句）－終曲′吋e盤的雨蛙櫓′卜

IJ⊥）と」」lJ’i蛙埋草的よ良能細雨ニ′卜○（図・lll）L

II・羽く　TAG申、お気」（塞常）－暁什宝’亜揖畏豊へ，トト巳攫鍬忠常－ミ同輩轄」トノ′亙e愈導出珊

黒部封燕球’鴫ゆ三豊攫蛾土壁培」艮鴇－主的取油巳嚢七時長′山部艮蛭hIトト豊艶鮭塙一三面壁轄

」レ′亙e什損艮嬰hIトト証取的巳黄玉吋は球心三・ド

詮　Il・草や　THROW白くロー」（纏鴬）－iSrem攫皇宮長0ト′席代H潅）蜜？常－主因潤Ae虻球心ユニ′

呼と鴇廿Q豆細くe鵠龍（卓お山）刃凶壷的点心o

ll・中く　TIE GAME申、ヽもーで」－筒舶慢Hnト′惣卜直観jtI清基軸剛的吋′恒心一寸e娃血縁
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変更点（2002．11）

1．－塁塁審、三塁塁審の立つ位置

2．二塁塁審が中に入るケース

3．走者がスコアルグポジションにいる場合、球審は本塁

ステイを原則とする。

（アウトカウントに関係なく）

4．タッグアップの見方

5．内野手が前進守備のケースを追加

6．リミングの動きを追加

7．ハーフスイングのチェックの方法

8．四死球のジェスチャーの変更

四人制審判の取決め事項

1．ポジショニング

①無走者・走者三塁のとき…・二塁塁審は、二塁ベースの

後方に位置する。

②走者一塁、二塁、一・二塁、一・三塁、二・三塁、満塁

のとま…・二塁塁審は、一・二塁間または二・三塁間

の内側に位置する。（内野手が前進守備の場合は外側

に位置する）。

③一塁塁雷、三塁塁審はいずれの場合もファウルラインの

外側に立つ。

2．外野への打球の責任範囲

外野への打球を追う審判は、角度をとりなから落下点

に近づき、必ず止まって判定する。

A二塁塁審が外側に位置した場合

①左翼手より向かって左側の打球……………‥：……‥“…

三塁塁審。

②左翼手正面の前後から右翼手正面の前後までの打球
………………二塁塁審。

③右翼手から向かって右側の打球……：……………“・・’・・…・
一塁塁審。

B．二塁塁審が内側に位置した場合………………外野へ

の打球は道もない。　　　　　　　●

：中堅手より向かって左側の打球……………；・・・…・・・・・・・・

三塁塁審。

：手堅手正面の前後より向かって右側の打球……………
一塁塁蓄；

注

e“プレイに備える〃
・打球および送球の行方を確認し、走者の行動を観察しながら塁上

のプレイに備えること。

e“プレイが一段落するまで”

打球が処理され、野手から内野方向に返球されるまでをいう。

e“タッグアップなど
走者のタッグアップ、追越し、オブストラクションの確認などを

いう。

e“すべてのプレイ”

触壁、タッグアップ、ランダウンプレイなどをいう。

C．外野への打球を追った塁審は打球を判定した後その場

に留まり、担当していた塁は他の審判に任せる。カバー

に行った審判は、その塁の審判が戻るまで、その塁を

趨れてはいけない。

3．球審の動き

①無定吉、走者一塁の場合は一塁または三塁をカバーす

．る．

②走者が二塁または三塁のスコアルグポジショソこいると

きは本塁に留まる。

4．トラカレポール

次のトラカレボールの場合、審判はいい角度をとりな

がらできるだけ近づいて判定する。

①右翼線または左翼線寄りの打球。

②外野手が前進して地面すれすれで捕る打球。

③外野手が背走するフェンス際の打球。

④野手が集まる打球。

変更点（2005．11） 

1．走者二塁および走者一・二塁で三塁塁審が打球を追 

った掲合のタッグアップの見方 

2．打撃妨害の処置i 

3．枚恵落球の処置 

4．内野へのライン・ドライブ 



無走者

c　左選手から右題字までの打球を二塁塁審が追った

場合（二塁でのプレイが生じると思われる培合）

PL

三塁での●‘プレイに備える●’。

IB

打者走者の－星組壁を確認し、球審が三塁へ

移動したら本塁での‘Iプレイに備えるの。

ⅡB

打球を追い、プレイが一段落するまでその樹こ富まる。

ⅢB

二塁ペース内野内へ移動し、二塁での”プレイに備える●I。

d　内野ゴロによって一塁でプレイが生じる時の球審

の動き

PL

打者走者の後方を45フィート地点までついていき、その

後の．‘プレイに備える”。

IB

一塁での‘．プレイに備える”

OB

二塁でのウ‘レイに備える●“。

ⅢB

三塁での‘プレイに備える●●。
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無走者

外野への打球の隙の各審判の責任

（l）二塁塁審は二塁ベースの後方（芝の部分）に位置し、そ

の位置は一塁側、三塁側どちらでも構われ、。

（2）二塁塁審は左愛子定位置から、右翼手定位置までの打

球に責任を持つ：

（3）一塁塁蕾は右翼手定位置から、右翼線寄りの打球に責

任を轄つ。

（4〉三塁墨客は左翼手定位置から、左詳録寄りゐ打球に責

任を持つ。

（5）球審は外野への打球に対する責任を持たない。

触走者

a　左鞍手よりライン寄りの打球を三塁塁審が追った

培合

PL

三塁での・“プレイに備える●－。

IB

打者走者の一塁触塁を確認し、球審が三塁へ

移動したら本塁でのサレイに備えるか。

HB

二塁での“プレイに備える巾。

ⅢB

打球を追い、‘‘プレイが一段落するまで その喝に留まる。

b　右琵手よりライン寄りの打球を一塁塁審が追った

瑞合

PL

打者定吉の一塁触塁を確認し、一塁および本塁での．－プ

レイに備える”．

IB

打球を追い、“プレイが一段落するまで

HB

二塁での調プレイに備える－’。

こら

三塁での“プレイに備えるか。

その場に富まる。
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走者一塁

外野への打球の際の各審判の副書

（I）二塁塁審は内野内に位置し、その位置は二塁ペースの
‾墨寄り・三塁寄りどちらでも椿もない．この場合外

野への飛球（ライナー）iこ対する責任は持たない。

（2）一塁塁密は中堅手定位置から右紫綬寄りの打球に責任

を持つ。

（3）三塁墨書は中堅手定位置から左罫線寄りの打球に責任

を持つ。

（4）球審は外野への打球に対する責任を持たない。

走者一塁

a　中堅手より左側の打球を三塁塁審が追った甥合（球

審が三塁に向かった培合）

PL

三塁での‘”プレイに備える●I。
‾IB

一塁走者の行動（筒タッグアップなど
を含む）および打

者走者の一塁触塁を確認し、球訊三塁へ移動したら本

塁へ向かう。

視野を広げながら（ステップバック）一塁定吉の二塁触塁

を確認し・一・二塁での・・プレイに備える“・。

皿B

打球を追い、‘‘プレイが一段落するまで その捌二宮きる。

b　中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

PL

一塁定吉の行動（‘●タッグアップなどh

寄走者の」塁触塁を確認し、

イに備える．‘。

IB

を含む）および打
一塁および本塁での“プレ

打球を追い、“‘プレイが一枝落するまで

HB

その掛こ富まる．

視野を広げながら（ステップバック）一塁定吉の二塁触塁

を確認し・一・二塁での“プレイ（こ備える・調。

鵬　三塁での．●プレイ‘に備える・・．
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走者二塁

外野への打球の際の各審判の責任

（1）二塁塁蕾は内野内に位置し、その位置は二塁ペースの
一塁寄り、三塁寄りどちらでも締わない．この場合外

野への飛球（ライナー）に対する責任は持たない。

（2）一塁墨客は中堅手定位置から右愛縁寄りの打球に責任

を持つ。

（3）三塁塁審は中堅手定位置から左翼線寄りの打球に責任

を持つ。

（4）球蕾は外野への打球に対する責任を持たない。

（5）外野への打球の際の各啓判の責任は走者一塁の場合と

同じである。

走者二塁

a　中堅手より左側の打球を三塁塁審が追った堤合

PL

本塁での‘”プレイに備えZr。

IB

打者定吉の一塁触塁を確認し、一・二塁での●”プレイに

備える●’。

ⅡB

二塁走者のタッグアップまたは三塁触塁を確認し、三塁

での．〝プレイに備える〝。

ⅢB

打球を追い、‘●プレイが一段落するまで’その場に留まる。

b　中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った培合

PL

本塁での‘‘プレイに備える動。

IB

打球を追い、〝‘プレイが一段落するまで●その場に留まる。

HB

視野を広げながら（ス・テッブバック）一：二塁での“すべ

てのプレイI’に備える。

ⅢB l

三塁でのウ●レイに備える賀。
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走者三塁

外野への打球の隈の名詩判の責任

（1）二塁塁筈は二塁ペースの後方通常は遊撃手の後方に立

つが、とくにその位置を限定するものではか1。

（2）二塁塁審は左翼手定位置から右翼手定位置までの打球

に責任を持つが、左翼手寄りに位置したときは左謎線

寄りの打球以外の左翼手への打球にも責任を持つ。‘

（3）一塁塁審は右瑛子定位置から右愛縁寄りの打球に責任

を持つ．

（4）三塁塁審は左稼手定位置から左愛縁寄りの打球に責任

を持つ。

（5）球審は外野への打球に対する責任を持たない。

（6）原則として外野への打球の際の各蕾判の責任は無走者

の場合と同じである。

走者三塁

a　左琵手よりライン寄りの打球を三塁塁誌が追った

場合

PL

三塁走者のタッグラップを確認し、本塁での“プレイに

鯖える●’。打球がフェアヒ・ソトになった地合は、三塁走者

の本塁触塁を確認しながら三塁での‘●プレイに備える輸．

IB

打音走者の一塁触塁を確認し、球審が三塁へ

移動したら本塁での“プレイに備える調。

HB

二塁での調プレイに備える”。

ⅢB

打球を追い、‘プレイが一段落するまで’その場に留まる。

b　右翼手よりライン寄りの打球を一塁塁審が追った培合

PL

本塁での”プレイに備える鴨。

IB

打球を追い、‘サレイが一段落するまでその場に留まる。

OB

一・二塁での‘‘すべてのプレイ●’に備える。

ⅢB

三塁走者のタッグアップを確認し、三塁での‘プレイに

害える●●S
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